



























中国語の入門や日中両国の相互理解など 関 多数の著述を出版されています。講演では︑ご自身がどのようにして日本語を勉強されたかというお話が聞けるも と思い す。国際交流基金日 語国際センター所長の西原鈴子さんは外国人に対する日本 専門家で︑アメリカ︑日本︑その他 国々で日本語教育を
実践されてき









2おそらく皆様は︑ ﹁なんとまた多彩なメンバーだろう﹂ ︑ ﹁いったいまた︑なんでこんな取り合わせ？﹂ とお思い
のことでしょう。このような多彩な講師陣になったのは︑ ﹁グローバル社会における日本語のコミュニケーション
 ﹂




とったところ︑多くの企業人が︑ ﹁上司と部下のコミュニケーションができていない﹂ とか ﹁新入社員は︑日本語のコミュニケーション力が不足している﹂ とかいった回答をしてきたそうです。しかしそれは会社に限ったことではありませんね。家庭の中でも︑夫婦間のコミュニケーション不足で離婚が起こる︑ある は︑親と子供の間のコミュニケーション不足で学校でトラブルを起こすというように︑日本人の間でも ﹁コミュニケーション力﹂ というがキーワードにな ています。
同じことは︑おそらくどこの国でも︑どの言語でも起こり得ることです。
D
eborah Tannen ︵デボラ・タネン︶ と
いうアメリカ人の言語学者が︑アメリカ人同士の英語会話を録音して分析した本が何冊か出ていまして︑ひとつの事例として︑こういうのがありました
アメリカ人 士の夫婦。夫はビジネスマンで︑会社ではとてもよく働き︑社内での会話や︑取引先との会話は




だ。 ﹂ とか ﹁男は外に出れば戦場だ。 ﹂ というだけで︑面白い話は全然しません。奥さんは︑この亭主が会



























apport Talk ︵ラポート・トーク︶ と呼びました。
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﹁分かち与える﹂ というからには︑ ﹁何を﹂ 分かち与えるのかという中身 ︵コンテンツ︶ と︑ ﹁どのように分かち与えるか﹂ という話し方の作法が大切です。
Tannen
はレポート・トークとラポート・トークの違いを︑男性と女性の
違いと捉えたのですが むしろコミュニケーションの中身とコミュニケーションの作法の違いと捉えるべきでしょう。話す中身と︑話すときの作法 ︵つまり︑敬語が必要なのか︑ため口で 良いのかといった話し方︶ をきちんとわきまえていれば︑私たちの日常 コミュニケーションギャップも︑たいていは解消できる はないでしょうか。
今やグローバル化によって︑英語が世界共通の言語になっています。日本でも︑多くの企業が社内の会議で英





して日本で生活したいと思っています。こ いっ 状況の中で︑十年後︑二十年後の日本語 姿はどうなって るので ょうか。今日の講演会は︑ ﹁日本語を学ぶことは ぜ必要か﹂ という副題 付 ています。 ﹁なぜ必要か﹂いう疑問文は︑ ﹁日本語が必要である﹂ という とを前提 ているわけですが 現在の日本語を論じるということは︑結局︑日本語の将来の姿を論じるこ にもつながってきます。
日本語の将来をも見据えて︑私たちの日本語の大切さ︑日本語のおもしろさ︑日本語の必要性を考えるための
四時間です。どうぞ︑最後までお楽しみください。
